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誰かに話を聞いてもらい、気を静めようとした .898 -.138 -.074 -.178
誰かに話を聞いてもらって冷静さを取り戻した .758 .002 .039 .091
誰かにグチをこぼして、気持ちをはらした .725 .039 .060 -.097
すでに経験した人から話を聞いて参考にした .523 .184 -.027 .408
自分では手におえないと考え、放棄した -.042 1.006 -.005 .095
対処できない問題だと考え、あきらめた -.030 .697 -.107 -.273
どうすることもできないと、解決をあとのばしにした .079 .510 .134 -.084
嫌なことを頭に浮かべないようにした .044 -.057 .796 .044
そのことをあまり考えないようにした -.048 .070 .771 -.077
原因を検討し、どのようにしていくべきか考えた .011 -.058 .001 .706
どのような対策をとるべきか慎重に考えた -.096 -.178 -.029 .501
因子間相関 カタルシス 放棄と諦め 回避的思考
接近型問題対
処
カタルシス ― .07 .16 .01























児童・生徒から過剰に期待や要求されること -.025 .930 -.087
保護者から過剰に期待や要求されること .041 .633 .171






















































前にしようと指導する -.033 .620 .258







































































































































職務の負担 役割葛藤 仕事上の調整や役割分担 
β β β 
10年未満  
メンタル面・認知理解 
レベルに応じた対応 .31 .70* .32 .34 .50 -.24 .56* -.04 .13 
健康診断や服薬に 
関する対応 -14 -.62* .10 -.03 .03 .25 -.87** -.08 .76* 
対人関係スキルに関する
指導 .36 .27 .41 -.33 -.16 .19 .14 .42 -1.13**  
カタルシス  -.21 .04 -.04 -.20 -.05 -.24 -.03 .06 1.22*** 
接近型問題対処 -.02 -.25 -.01 -.10 -.01 .04 -.22 -.02 .62* 
回避的思考 -.09 .03 -.06 .35* .09 .02 .33* .67* .28 
放棄と諦め -.13 .10 .11 -.45* -.34 -.05 -.41* -.19 -.34 
R2 .47 .60 .50 .28 .27 .60 .41 .36 .71 
*p＜.05 **p<.01 ***p<.001
30年未満30年以上10年未満 30年未満30年以上 10年未満30年未満 30年以上
表４　仕事負担度に対する重回帰分析
養護教諭の職務負担感とストレス対処について　　松元　理恵子・満田　タツ江 55
も，現場で対応をせまられていることで負担度が高まった
とも考えられる．
また，ストレス対処では，30年以上の養護教諭は，誰か
に話を聞いてもらったり，経験した人から話を聞いて参考
にする傾向と，嫌なことはあまり考えないように回避する
傾向が高かった．経験を重ねていくことで周囲から求めら
れる役割の変化や職務の責任感の増大からくる負担感につ
いては，周囲の人的資源を有効に活用し，解決策の早急な
実行を抑制し周囲の状況を見極めつつ，ほどよく問題と距
離を置きながら対処していると考えられる．
（２）職務負担感に対する発達障害（疑いを含む）のある
児童生徒のかかわりとストレス対処の傾向
発達障害（疑いを含む）のある児童生徒への認知特性や
理解レベルに応じた対応等に困難さを感じるほど，また健
康診断や服薬指導については負担と思わないほど30年未満
の養護教諭は，問題を抱えた児童生徒への対応を負担に感
じており，10年未満の養護教諭は，他の先生との仕事上の
調整や役割分担に負担を感じる傾向がみられた．
また，経験年数が30年以上の養護教諭は，発達障害（疑
いを含む）のある児童生徒の健康診断や服薬指導に困難さ
を感じているほど，対人関係のスキルに関する指導の困難
さが低いほど，他の先生との調整や役割分担に負担を感じ
ている傾向がみられた．
10年未満と30年未満の養護教諭の負担感としては，問題
を抱えた子供への困り感の対応，それぞれの状況に応じた
メンタル面への対応や継続的な精神的なサポート，また，
そのことを他の教職員に伝えて理解してもらうといった健
康相談活動にみられた．1997年の教育職員免許法及び教育
職員免許法施行規則の一部改正により，養護教諭の養成カ
リキュラムに，「健康相談活動の理論及び方法」が新設さ
れ，養護教諭の特質や保健室の機能を十分に生かしたカウ
ンセリング（三木，1998）が重視されるようになった．子
どもの健康状態だけでなく，心理的社会的側面からも見立
てながら個別に対応をしていくことを重要視しながら，周
囲との連携のあり方を判断していくといったコーディネー
ション行動についても負担を感じていると考えられる．
30年以上の養護教諭については，健康診断の実際の方法
や技術等は経験年数によって修得できていくが，発達障害
（疑いを含む）に対する健康診断や服薬に関し，個人への
対応と集団に対する適切な指導については困難さを感じる
傾向がみられた．特別な配慮を要する児童生徒の健康診断
の方法等については，これまでの実践での経験や自己学習
を重ねながら実施してきたため，他の先生との役割分担等
をどのようにしていくかに対する負担感であると推測され
る．
職務負担感に対するストレス対処については，経験年数
が10年未満の養護教諭は，嫌なことを思い出さないように
しながらも対処できない問題などは意識し続けてしまうこ
とで，児童生徒や保護者の期待や，他の先生との仕事上の
調整や役割分担の負担度を高めていた．また，30年未満の
養護教諭は，あまり考えないという対処をするほど，他の
先生との仕事上の調整や役割分担の負担度を高めてた．考
えないようにするという回避的な対処は，学校の中での孤
立感が強まりやすく，対応が必要な他の先生への連絡や相
談といったかかわることへの負担感につながっていると考
えられる．
また，30年以上の養護教諭については，誰かに話を聞い
てもらうといった対処をするほど，他の先生との仕事上の
調整や役割分担の負担度を高めてた．原田・菅野（2009）
によると，年代が上がるにつれて話し合うなどの解決策を
求める対処をしており，経験年数が長いことより積極的に
他教員とかかわると報告している．経験年数を積むと信頼
を得られることも多くなり，期待に応えることへの負担感
とも考えられる．
（３）まとめ
中央教育審議会（2008）が提示している養護教諭の役割
の中で，学校内外におけるコーディネート，児童生徒の心
身の健康問題の早期発見・対応，健康・安全に関わる危機
管理への対応については，経験年数を重ねても，対応に困
難感を抱きやすいことが推測される（石田ら，2016）．ま
た，学校内において，養護教諭の専門性，職務内容や事務
作業の多さも見えづらく，経験年数によって求められる姿
も高くなる．また，養護教諭も同じく教職員の仕事内容に
ついてもわからないことが多いと思われる．そのため，多
くの場合一人職である養護教諭は，中立な立場でいられる
存在であり，子どもの問題を通して職場のあらゆる教職員
とつながりをつくるという特異な立場をいかして，必要な
連携と協働を生み出していく（藤田，2008）ためには，養
護教諭として必要な力量を獲得しながら，児童生徒との
日々のかかわりを活かして，教職員との連携，スクールカ
ウンセラーなどの他職種，他機関の人たちとの情報交換な
どをとおして，支援を検討していくことが大切である．
また，経験年数「６年以上」の一人前意識を低下してい
る背景に，職務上の困難感の高さと自己教育力の低さが関
連している（石田，2016）とある．養護教諭自身も自分の
ストレスに気づき，健康的な職場環境づくりのためにも児
童生徒や保護者の対応や職務遂行の中での困難さについて
は，「チームとしての学校」の一員として，自分から発信
し，他の教員が持っている教科の専門性やスキルから学び
考える機会を得ることも学校ニーズに応じた保健活動につ
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ながっていくと思われる．そのことが，養護教諭の負担感
の軽減につながるとともに，コーディネート力の実践化に
も結びつけていけると考える．
（４）今後の課題
本研究では養護教諭の職務の心理的負担を分析し，対処
方法について経験年数によって違いがあるのかを検討し
た．児童生徒をとりまく健康問題も多様化するなかで，養
護教諭の保健活動をコーディネートしていく役割がますま
す重要になってくると思われる．今後は，養護教諭が，
チームとしての学校として子どもとかかわっていくための
協働のあり方を校種別にも焦点をあてて，引き続き養護教
諭のメンタルヘルスについても研究を行っていきたい．
引用文献
石田有紀・園田直子（2016）養護教諭の経験年数の違いによる一
人前意識　久留米大学心理学研究第15号，1-7
上原美子（2010）養護教諭の自己啓発を支援するプログラム開発
に関するアクションリサーチ（第１報）－インタビュー調査
の結果からー学校健康相談研究，116　№2, 52-53
武田文・岡田加奈子・朝倉隆司（2010）　養護教諭の抑うつとス
トレッサー要因の関連　都立部公立小・中学校における検討　
日本健康教育学会誌　18（２），92-102
原田昌子・菅野純（2009）養護教諭の職場ストレスに関する研究　
教育心理学発表論文集，51, 393
藤田和也（2008）養護教諭が担う教育とは何かー実践の考え方と
進め方―農文協，58-83
（2018年12月11日　受理）
